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湯野に復元された「山田家本屋」
永源山公園「ゆめ風車」まつり
ごみ処理施設見学バスツアー参加者募集
周南市誕生記念イベントスタンプラリー
ふるさと探訪「平和の大切さを伝える回天記念館」



山
田
家
は
、戦
国
時
代
の
末
期
に
十じ
ゅ

右う

衛え

門も
ん

が
、小こ

早ば
や

川か
わ

隆た
か

景か
げ

（
毛も
う

利り

元も
と

就な
り

の
三

男
）の
家
臣
・
堅か
た

田だ

元も
と

慶よ
し

に
仕
え
た
こ
と
に

始
ま
り
、江
戸
時
代
に
は
五ご

右
衛
門

え
も
ん

が
、

萩
藩
の
重
臣
・
堅
田
就な

り

政ま
さ

の
家
臣
に
な

り
、戸
田
に
住
居
を
構
え
ま
し
た
。

そ
の
在
郷
住
居
で
あ
る
山
田
家
本
屋

は
、江
戸
時
代
中
期
の
建
築
と
推
定
さ
れ
、

か
つ
て
は
戸
田
の
山
陽
道
沿
い（
現
在
の
湯

野
温
泉
入
口
の
西
）に
建
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
建
物
は
、茅か
や

葺ぶ

き
で
２
６
３
・
78
平
方

メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、15
部
屋
も
あ
る
と
い

山
田
家
本
屋
は
母
屋
か
ら
庭
に
突
き

出
し
た
書
院
造
り
の
中
ち
ゅ
う

門も
ん

に
あ
た
る
部

屋
が
特
徴
的
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
霊れ
い

舎し
ゃ

の

間
、局
つ
ぼ
ね
の
間
、仲
ち
ゅ
う

間げ
ん

部
屋
、化
粧
部
屋
、奥

の
間
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
台
所
周
り
の
む

し
ろ
天
井
、中
二
階
の
隠
し
部
屋
、座
敷

の
刀
隠
し
の
引
き
出
し
、回
転
式
の
雨
戸

な
ど
、武
家
屋
敷
の
趣
と
民
家
風
の
素
朴

な
構
え
を
併
せ
も
っ
て
い
ま
す
。

う
大
き
な
平
屋
建
で
し
た
。

戸
時
代
中
期
に
建
て

ら
れ
た
武
家
屋
敷
・
山

田
家
本
屋

郷
住
居
の
特
徴
を
も

ち
、そ
の
造
り
に
様
々

な
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
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ゆ
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山
田
家
本
屋
（
県
指
定
有
形
文
化
財
）

在

江 文
化
財
は
、ゆ
か
り
の
地
や
創
建
の
地
に
あ
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、郷

土
の
歴
史
的
文
化
財
で
あ
る
山
田
家
本
屋
を
工
事
費
１
億
２
０
７
５
万
円
を
掛
け
て
、

ゆ
か
り
の
あ
る
湯
野
に
復
元
し
ま
し
た
。

茅葺きの屋根 岡山県から持ってきた茅が

2000束（一抱えが１束）使われ、県内の職人４人

が90日をかけて葺
ふ

きました。今後７年で点検補

修をし、全体を葺き替えるのは約25年後です。

むしろ天井 煙を通しや

すくするために、格

子状にした竹の

上にむしろを乗せたも

ので、ここを抜けた煙は天井裏を通

って屋根から外に出る仕組みで

す。竹や木に付く虫を煙でいぶし

出し、柱などの防腐の役目もして

家を長持ちさせます。

山
口
県
最
初
の
有
形
文
化
財

昭
和
30
年
１
月
に
、当
時
の

山
口
県
指
定
文
化
財
保
存
顕

彰
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て

い
た
山
田
家
本
屋
は
、昭
和
39

年
６
月
に
所
有
者
の
山
田
家
か

ら
市
に
寄
贈
さ
れ
、昭
和
40
年

６
月
に
旧
屋
敷
の
約
６
割
が
毛

利
町
に
移
築
復
元
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
41
年
６
月
に

山
口
県
文
化
財
保
護
条
例
に

よ
る
最
初
の
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

2

９



3

 

開　門 10時 ※10月4日は11時からの公開になります

閉　門 16時30分

休 み 月曜日及び年末年始（12/29～1/3）

※月曜日が祝日・振替休日の場合は公開、翌日が休み

入場料 無料

交　通 JR徳山駅からバスで36分、JR戸田駅からバスで9分、

湯野温泉バス停下車徒歩1分

山陽自動車道徳山西I.C.から車で10分

問合せ 教育委員会生涯学習課10834－22－8622

山田家本屋10834－83－2009

10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！10月４日から一般公開！！

の
姿
を
忠
実
に
復
元

し
た
建
物
に
は
、当
時

の
人
た
ち
の
知
恵
や
工
夫
が

随
所
に
見
ら
れ
ま
す

こ
の
た
び
の
復
元
で
は
、で
き
る

限
り
昔
の
姿
を
再
現
す
る
た
め

に
、資
材
は
そ
の
当
時
の
も
の
を

そ
の
ま
ま
使
い
、傷
み
の
激
し
い

部
分
は
県
内
産
の
木
材
で
補
修

し
ま
し
た
。
ま
た
、屋
根
は
毛
利

町
に
移
築
し
た
と
き

は
鉄
板
屋
根
で
し
た

が
、昔
ど
お
り
全
面

茅か
や

葺ぶ

き
に
復
元
さ
れ

て
い
ま
す
。

昔

刀隠し 中門の間の違

い棚下部分にある刀隠

しは、武家屋敷であった

ことを物語っています。

鉄製の引手を引っ張ると

引き出しが出てきます。

隠し部屋　居間の上部に設けられた中２階の

部屋で、昭和に入ってからは長
なが

持
もち

などを置く納

戸として使われていました。

増築の跡 中門の間と局の

間のふすまの溝は３本ありま

すが、現在この部分はふす

まが２枚です。これは母屋か

ら庭につきだした中門部分

が増築された跡だと考えられ

ます。

戸袋が回転する

折り畳み式

L型の溝をすべらす

３種類の雨戸 雨戸を戸袋に納めて戸袋

ごと回転させるもの、２枚の雨戸をちょうつが

いでつなぎ折り畳むもの、L型の溝が入った

敷居を滑らせて収納するものの３つがあり

ます。いずれも場所を有効に使って、明か

りを多く取り入れる役目があったと考えられ

ます。

脇
わき

床
どこ

天
てん

袋
ぶくろ

の襖
ふすま

絵
え

江戸後期

の徳山藩お抱え絵師朝
あさ

倉
くら

南
なん

陵
りょう

が描いたものです。

違い棚 山田家で保管

していた当時のものを今

回の復元では使いまし

た。材質はケヤキです。

釘
くぎ

隠
かくし

山田家で保管し

ていたものを復元しました。

材質は銅です。

８

７

３

５

４

６

２
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w呼
よび

坂
さか

宿
しゅく

駅
えき

本
ほん

陣
じん

跡
あと

（呼坂）

参勤交代などで大名や上
じょう

使
し

が休んだり泊まったりした

宿駅で、河内
こうち

七
ひち

左
ざ

衛
え

門
もん

の代

（天
てん

明
めい

年間1781年～1788

年）から江戸時代末期まで

本陣を引き受けていました。

r慈
じ

福
ふく

寺
じ

宝
ほう

篋
きょ

印
いん

塔
とう

（桜木）

鎌倉時代の末期に造られ

たと推定される県内最古の

宝篋印塔で、高さは3.16メー

トルあり、大きさも県内最大

です。江戸時代の記録には、

足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

が建てた逆
ぎゃく

修
しゅう

墓
ばか

であると記されています。

e吉田松陰先生江戸送りに際し、

寺
てら

嶋
じま

忠
ちゅう

三
ざぶ

郎
ろう

訣別の地（呼坂）

安
あん

政
せい

６（1859）年、吉田松陰が

萩の野
の

山
やま

獄
ごく

から江戸に移される途

中、その弟子寺嶋忠三郎が松陰と

無言の別れを告げた場所です。

山
田
家
の
資
料
な
ど
を
研
究
さ
れ
て
い
る

徳
山
郷
土
史
会
の
山や

ま

下し
た

恒つ
ね

夫お

さ
ん

湯
野
の
領
主
が
萩
藩
の
重
臣
・
堅
田
氏

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
辺
り
に
は
今
も
そ

の
関
係
の
資
料
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
堅
田
の
重
臣
で
あ
っ
た
山
田
家
の
資
料

に
つ
い
て
も
整
理
し
て
皆
さ
ん
に
紹
介
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

史
資
料
と
と
も
に
山

田
家
本
屋
を
紹
介
し
、

後
世
に
残
し
た
い

東
西
を
結
ぶ「
道
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
山
陽

道
は
、時
代
と
と
も
に
姿
を
変
え
な
が
ら
、そ
の
道
筋
に
多
く
の
遺
構

を
残
し
て
い
ま
す
。
戸
田
の
山
田
家
も
山
陽
道
の
要
所
に
建
て
ら
れ
て

い
て
、萩
藩
の
要
人
な
ど
多
く
の
人
が
立
ち
寄
っ
た
よ
う
で
す
。

現
在
、周
南
市
に
残
る
遺
構
の
う
ち
、県
・
市
指
定
文
化
財
を
ご
紹

介
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
探
訪
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

資
料
整
理
は

と
て
も
根
気
の

い
る
作
業
で
す

が
、
こ
れ
ら
は

「
歴
史
の
生
き

証
人
」
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
事
実
を
裏
付
け
る
も
の
と
し

て
と
て
も
重
要
で
、少
し
ず
つ
で
も
整
理

し
て
い
く
こ
と
が
私
の
役
目
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。こ
の
度
、山
田
家
本
屋
が
湯

野
に
復
元
さ
れ
た
こ
と
も
良
い
機
会
で

す
。
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ようようようようようようようようようようようようようようようようよう
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�

�

�

周南市 
熊毛総合支所 
周南市 
熊毛総合支所 

岩徳線 岩徳線 

国道２号 国道２号 

中村川 中村川 

q寺
てら

嶋
じま

忠
ちゅう

三
ざぶ

郎
ろう

誕生の地（原）

明治維新の志士、寺嶋忠

三郎が天
てん

保
ぽう

14（1843）年に生

まれた場所。忠三郎は萩の松

下村塾で吉田松陰に学び、尊
そん

皇
のう

攘
じょう

夷
い

運動に尽くし、禁
きん

門
もん

の

変
へん

に際し、久
く

坂
さか

玄
げん

瑞
ずい

らとともに

自刃しました。

４ 

桜木小 

国道２号 国道２号 

徳山大学 徳山大学 
↑
 
↑
 

園芸店 園芸店 

櫛
ケ
浜
馬
屋
線 
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y福
ふく

川
がわ

本
ほん

陣
じん

跡
あと

（福川）

御茶屋と称して代々福田家が預か

り、藩主の領内巡視や参勤交代の西

国大名などの休憩所にあてられました。

門は天
てん

保
ぽう

９（1838）年に建て替えられた

ものです。

t遠
と

石
いし

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

洪
こう

鐘
しょう

（遠石）

元
げん

暦
りゃく

元（1184）年内
ない

藤
とう

盛
もり

家
いえ

と源
みなもとの

範
のり

頼
より

がこの地で戦った際

に、流れ矢が鐘に当たり、音が悪

くなってしまい、新しい鐘が造ら

れましたが、やはり音は悪く、この

２つを合わせて元
げん

応
おう

２（1320）年

に造り直したの

が今の鐘だとい

われています。

u山
やま

田
だ

家
け

本
ほん

屋
や

（湯野）

湯野の堅
かた

田
だ

元
もと

慶
よし

の家臣であった山田

氏の住宅で、戸田の山陽道沿いに建てら

れていました。山陽道を見下ろすように建

てられた山田家は、その往来の物見の役

を担っていたとも言われています。

昔を語る山田家主

山
やま

田
だ

泰
やす

子
こ

さん（右）

山田家で医者を開業した

竹
たけ

内
うち

清
きよ

海
み

さん（左）

【竹内さん】 旧道は今の国道

２号よりもかなり低いところを通

っていました。そのころには、まだ

往還松が何本か残っていたのを覚えています。

【山田さん】 あそこは追いはぎがでるから近づいてはい

けないと言われていた所もあって、決して近づきませんで

した。

【山田さん】 昭和20年の終戦とともに、兵役から帰っ

てきた竹内さんとその家族と山田家、そして150年前に

分家した岡部家の３世帯が住んでいたこともありました。

それくらい部屋数が多かったんですね。竹内さんはここで

新婚生活を始め、医者を開業されました。自転車１つであ

ちこちと往診をしていらしたのをよく覚えています。

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

特集　ゆかりの地に復元された
「山田家本屋」

【竹内さん】 医者なので往診に出かけてたくさんの家

の敷居をまたぎましたが、この辺りは大小はあるけれど武

家屋敷の造りの家がたくさんありましたね。

【山田さん】 敷地内にあるオガタマノキはご神木といわ

れ、当時から巨木でした。県内では最も大きなものだそう

です。

【山田さん】 子どものころ、仲
ちゅう

間
げん

部屋には村の青年団

が寝泊まりするという習慣がありました。何をしているの

かそっとのぞいていると祖母によくしかられたものです。

【山田さん】 中門の間はふだん使うことはなく、３世帯

が同居していたころは共同で使っていました。堅田のお

殿様が一時期いらしていたころは、この部屋を使ってい

ただき、山田家

のものは隣の家

にいたこともあり

ました。それだけ

特別な部屋だっ

たんです。

中
門
の
間

�

野球場 野球場 

徳山商業 徳山商業 
徳山工業 徳山工業 

県道下松新南陽線 県道下松新南陽線 

山陽新幹線 山陽新幹線 

国道２号 国道２号 

�
福川小 福川小 

JR福川駅 

�

周南市 
湯野支所 
周南市 
湯野支所 

山田家 
国道２号 国道２号 

夜市川 夜市川 
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屋外ステージ 

郷土美術 
資料館 憩いの 

広場 

第2駐車場 

第4駐車場 

第3駐車場 

休憩 
広場 

プール 

管理事務所 管理事務所 

第
１
駐
車
場 

母と子の広場 

エントランス 
広場 

園
路 

散
策
広
場

散
策
広
場 

散
策
広
場 

ゆめ風車 
国際交流広場 
ゆめ風車 
国際交流広場 

国
道
4
8
9
号

国道2号

展望台 

←下松市

防府市
→

昭
和
通

昭
和
通 

昭
和
通 御

幸
通 

青空青空 
公園公園 
青空 
公園 

晴
海
親
水
公
園
↓ 

PHPH通
り通り
 

PH通
り 

銀南街銀南街 銀南街 

みなみ銀座みなみ銀座 みなみ銀座 

銀座通銀座通 銀座通 

桜馬
場通
 

平
和
通

平
和
通 

平
和
通 

JR徳山駅 

25日（土）10：30～18：30 
26日（日）10：00～16：30

交通規制にご協力ください 

内容 よさこいおどり、市民ふれあいマーチングパレード、市民元気パレ

ード、物産展など催しがいっぱい！

※詳しくは、10月15日号の広報でお知らせします。

問合せ よさこい大会 徳山商工会議所 10834―31―3000

のんた祭 徳山観光協会 10834―22―8372

周南市誕生ビッグイベント

10月25日（土）・26日（日）
晴海親水公園（主会場）、徳山中心商店街一帯

中国・九州よさこい大会中国・九州よさこい大会
同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！同時開催！

永源山公園「ゆめ風車」まつり永源山公園「ゆめ風車」まつり
10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園10月13日（祝）9：00～16：00 永源山公園

●市民ステージ 9：00～16：00
市民パフォーマンスショー（ジャ
グリング、バルーンアートなど）
福川小学校マーチングバンド
よさこいおどり
市民バンド演奏

●バザール 9：00～16：00
軽食、弁当、飲み物など
●広場東側 10：00～
竹とんぼ工作教室、牛乳パッ
クで作るゆめ風車コーナー

●ステージイベント
福川小学校マーチングバンド
誠英高校バトン部
フォークダンス、コーラス、ダンス

●チューリップ球根プレゼ
ント 9：50～、15：00～の２
回（各先着300人）
●記念写真プレゼント
12：00～（先着500人）

●ストリートオルガン体験
演奏会・プレゼント

●ファイナルステージ
もちまき 15：30～

●散策広場・園路
9：00～16：00
フリーマーケット

●クイズラリー
12：00～公園管理事務所
前で受付（先着35組）

●オープニングパレード
9：00～9：30
福川小学校マーチングバンド
●市民パフォーマンス
9：00～10：00
ジャグリング、バルーンアート
●フォークダンス 10：00～10：40

ニュースポーツフェスティバル
10：00～、憩いの広場
■内容グラウンドゴルフ、ペタンク
などのニュースポーツ無料体
験コーナー
■問合せ教育委員会新南陽総
合出張所市民スポーツ課
10834―62―2678

■問合せ ゆめ風車まつり実行委員会
永源山公園管理事務所
10834―63―7899
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●
家
電
機
器
消
費
電
力
量

冷
蔵
庫
は
、98
％
の
世
帯
に
普
及
し
て

い
て
、１
年
中
稼
動
し
、家
庭
の
電
力
消
費

量
の
約
６
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
は
、消
費
量
の
多

い
と
こ
ろ
か
ら
対
策
を
し
て
い
く
こ
と
が

効
果
的
で
す
。
今
回
は
家
庭
で
身
近
に
使

用
し
て
い
る
冷
蔵
庫
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

●
冷
蔵
庫
の
使
い
方

q
設
定
温
度
を
チ
ェ
ッ
ク

冬
場
に
か
け
て
設
定
温
度
を
低
く
し

ま
し
ょ
う
。「
弱
」
は
「
強
」
に
比
べ
て
約

20
％
電
力
消
費
量
が
減
り
ま
す
。

w
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い

詰
め
込
み
過
ぎ
る
と
冷
気
の
流
れ
が
悪

く
な
り
、探
す
時
間
も
長
く
な
り
ま
す
。

e
壁
か
ら
離
し
て
設
置
し
ま
し
ょ
う

直
射
日
光
や
暖
房
器
具
の
近
く
を
避

け
、風
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
、周
囲
の
壁

か
ら
0.5
〜
２
cm
、上
部
か
ら
５
〜
10
cm
は

離
し
て
設
置
し
ま
し
ょ
う（
製
品
に
よ
り

適
切
な
値
は
異
な
り
ま
す
）。

r
常
温
保
存
で
き
る
も
の
は
常
温
で

基
本
的
に
根
菜
類
、レ
ト
ル
ト
食
品
、乾

物
、缶
詰
、び
ん
詰（
開
封
し
た
も
の
や
カ

ッ
ト
し
た
も
の
は
含
み
ま
せ
ん
）の
冷
蔵
は

不
要
で
す
。
お
店
の
陳
列
棚
な
ど
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
冷
蔵
庫
の
買
い
替
え

冷
蔵
庫
は
壊
れ
な
い
限
り
買
い
替
え
に

く
く
、11
年
以
上
使
用
さ
れ
て
い
る
冷
蔵

庫
が
多
い
の
で
す
が
、こ
こ
10
年
間
、特
に

99
年
以
降
の
製
品
は
省
エ
ネ
化
が
著
し
く

進
ん
で
い
ま
す
。
10
年
前
の
同
ク
ラ
ス
の
製

品
と
比
べ
た
場
合
、二
酸
化
炭
素
排
出
量

が
約
83
％
削
減
で
き
、電
気
代
も
年
間
約

２
万
３
０
０
０
円
節
約
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

環
境
政
策
課
1
０
８
３
４
―

22
―
８
３
２
４

家庭から出るごみの行方を見学するバス

ツアーです。ふるってご応募ください。
■対象／市内在住の人※廃棄物処理に関係

する事業所に勤めている人はご遠慮ください。

■参加費／700円（弁当、お茶代）
■募集人員／40人（申込順）
■申込み／電話、ファックス、またはＥメールで住所、氏名、年齢、
職業、電話番号を書いて廃棄物リサイクル課10834―22―

8303 50834―22―6788 Ｅメールrecycle@city.shunan.

yamaguchi.jp

冷蔵庫 
16.4％ 

エアコン 
23.9％ 

照明 
15.4％ 

テレビ 
9.4％ 
テレビ 
9.4％ 電気カーペット 

4.0％ 

温水洗浄便座 
3.3％ 

衣類乾燥機 
2.5％ 

食器洗い乾燥機 
1.2％ その他 

23.9％ 

家電機器別消費電力量構成比 
2001年度推定実績値（資源エネルギー庁） 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5定
格
内
容
積
当
た
り
年
間
消
費
電
力
量﹇kW

h
/L

﹈ 

2.28

1.90

1.13

0.75
11
年
以
上
前 

6
〜
10
年
前 

2
〜
5
年
前 

1
年
以
内 

冷蔵庫の省エネ性能の推移 
冷蔵庫購入時期 

１年以内年以内 
1010％ 
１年以内 
10％ 

11年以上前 
27％ 2～5年前 

28％ 

6～10年前 
35％ 

現在使用の冷蔵庫購入時期 
2002年旧徳山市アンケート値より 

温暖化防止「冷蔵庫編」

ごみ処理施設見学バスツアー
10月28日（火）8：20～16：20

8：20市役所本庁（岐山通側）
8：40 新南陽総合支所前

桑原不燃物処分場
徳山リサイクルセンター

フェニックス（可燃ごみの固形燃料化）
昼食（永源山公園）

帝人ファイバー（株）徳山事業所
（ペットボトルのリサイクル）

山口エコテック（株）
（ごみ焼却灰のセメント原料化）

日

程



周南市の誕生を祝う記念式典です。ふ

るってご参加ください。

対　象 どなたでも

日時と場所 10月22日（水）10時～、

総合スポーツセンターA

内　容 式典、市章の発表など

問合せ 総務課10834―22―8261

新市誕生記念式典へ
ご参加ください

周
南
市
の
誕
生
を
記
念
し
て
、旧
２
市

２
町
の
主
な
公
共
施
設
や
行
事
を
、市
民

の
皆
さ
ん
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
人
▼
期
間
／
10

月
１
日（
水
）〜
12
月
25
日（
木
）▼
参
加

方
法
／
各
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
、本
庁
及
び

各
総
合
支
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、次
の
指
定
施
設
と

指
定
イ
ベ
ン
ト
を
回
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
集
め

て
く
だ
さ
い
。
※
詳
し
く
は
、ス
タ
ン
プ
カ

ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。▼
応
募
期
限
／

来
年
１
月
15
日（
木
）▼
問
合
せ
／
企
画

調
整
課
1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
７
８

■指定イベント／開催日
わんぱくフェスタD／10月12日（日）

ゆめ風車まつりB／10月13日（祝）

のんた祭A／10月24日（金）～26日（日）

かのふるさとまつり／11月2日（日）

新南陽ふるさとふれあい物産展／11月2日（日）・3日（祝）

ふるさと物産展・健康まつりC／11月8日（土）

鶴の里マラソン・ウォーク大会C／11月23日（祝）

徳山冬のツリー祭り／12月23日（祝）

■指定施設

徳山動物園（公園区）

美術博物館A（花畠町）

大津島ふれあいセンターA（大津島）

国民宿舎「湯野荘」A（湯野）

郷土美術資料館・尾崎正章記念館B（富田）

東善寺やすらぎの里C（小松原）

鶴いこいの里交流センターC（八代）

石船温泉憩いの家D（鹿野上）

周
南
市
誕
生
記
念

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

お知らせ

徳山冬のツリー祭り

問合せ ＪＲ徳山駅10834―21―0964

10月1日（水）からＪＲ徳山駅に停車する「のぞみ」には、臨時便もあります。

かのふるさとまつり 鶴の里マラソン・ウォ
ーク大会

新幹線「のぞみ」をご利用ください
上り（東京方面）徳山発 東京着 運転日 ※臨時便
のぞみ46号※ 8：17 12：46 10/4、5、11、13、18、19、25、26、11/1～3、8、9、15、16、22、23、29
のぞみ12号 11：09 15：30 毎日
のぞみ22号 15：09 19：30 毎日
下り（博多方面）東京発 徳山着 運転日 ※臨時便
のぞみ81号※ 6：53 11：23 10/11、11/1、22
のぞみ11号 9：50 14：10 毎日
のぞみ21号 13：50 18：10 毎日
のぞみ57号※ 14：33 19：02 10/10、11/21、23
のぞみ61号※ 16：33 21：02 10/3、4、11、12、17、18、19、24、25、31、11/1～3、7、8、15、17、28、29

8
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
の
休
止

▼
生
後
６
か
月
の
乳
児
を
対
象
に
行
っ
て

い
た
神
経
芽
細
胞
腫
の
検
査
は
、９
月
末

を
も
っ
て
休
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。▼
問
合
せ
／
本
庁
健
康
増
進
課
1
22

―
８
５
５
３

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

▼
自
分
の
骨
密
度
を
知
っ
て
、こ
れ
か
ら
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
！
▼
対

象
／
40
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
人
▼
内

容
／
手
の
指
に
エ
ッ
ク
ス
線
を
あ
て
て
骨
密

度
を
測
定
し
ま
す
。▼
料
金
／
１
５
０
０

円
▼
定
員
／
２
５
０
人（
申
込
順
）▼
時

間
／
９
時
30
分（
熊
毛
公
民
館
は
９
時
）

〜
11
時
30
分
、13
時
〜
15
時
30
分

●
10
月
30
日（
木
）徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼

申
込
み
／
本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―

８
５
５
３

●
11
月
５
日（
水
）鹿
野
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
▼
申
込
み
／
鹿
野
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
1
68
―
２
３
３
２

●
11
月
13
日（
木
）熊
毛
公
民
館
▼
申
込

み
／
熊
毛
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
1

92
―
０
０
１
３

健
康
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
気
を
つ
け
よ
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

▼
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い

た
め
に
気
を
つ
け
た
い
こ
と
や
、か
か
っ
た
と

き
の
対
処
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。
▼
対

象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場
所
／
10

月
30
日（
木
）
13
時
50
分
〜
15
時
、徳
山

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
／
千ち

治じ

松ま
つ

洋よ
う

一い
ち

さ

ん（
循
環
器
・
呼
吸
器
内
科
医
師
）▼
参
加

費
／
無
料
▼
申
込
み
／
電
話
で
本
庁
健

康
増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

お
も
い
っ
き
り
健
康
講
座

▼
身
近
な
病
気
に
つ
い
て
医
師
が
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。▼
対
象
／
ど
な

た
で
も
▼
日
時
と
場
所
／
10
月
24
日（
金
）

13
時
15
分
〜
14
時
15
分
、新
南
陽
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
／
「
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
」▼
講
師
／
小お

野の

薫
か
お
る

さ
ん（
内
科

医
師
）▼
参
加
費
／
無
料
▼
問
合
せ
／
新

南
陽
総
合
支
所
健
康
増
進
課
1
61
―
３

０
９
１

育
児
学
級

▼
対
象
／
２
〜
５
か
月
の
乳
児
を
も
つ
母

親
▼
日
程
と
内
容
／
11
月
６
日（
木
）離

乳
食
の
す
す
め
方
、13
日（
木
）赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
と
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、20
日（
木
）

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
チ
ェッ
ク
▼
時
間
／
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▼
場
所
／
新
南
陽

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
費
／
７
０
０
円
▼

持
参
物
／
母
子
健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン
、バ

ス
タ
オ
ル
▼
申
込
み
／
電
話
で
新
南
陽
総

合
支
所
健
康
増
進
課
1
61
―
３
０
９
１

こ
こ
ろ
っ
こ
く
ら
ぶ

▼
対
象
／
２
歳
児（
平
成
13
年
10
月
生
ま

れ
ま
で
）
と
そ
の
親
25
組
▼
日
程
と
内

容
／
11
月
７
日（
金
）
親
子
体
操
、12
日

（
水
）調
理
実
習
、17
日（
月
）虫
歯
予
防
、

28
日（
金
）マ
マ
の
癒い
や

し
サ
ロ
ン
▼
時
間
／

10
時
〜
12
時
▼
場
所
／
新
南
陽
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
参
加
費
／
８
０
０
円（
実
習
、お

や
つ
代
含
む
）▼
持
参
物
／
水
筒
▼
申
込

み
／
電
話
で
新
南
陽
総
合
支
所
健
康
増

進
課
1
61
―
３
０
９
１

周南市休日夜間急病診療所

周南市休日歯科診療所

熊毛地域在宅休日当番医

■診療科目 内科、小児科、外科
■診療時間 休日９時～17時・19時～22時

平日夜間 19時～22時
※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 慶万町10―9 A 1 32―2299

■診療科目 歯科
■診療時間 10時～12時、13時～15時

※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 今宿町3―55 A 1 32―1717

●休日当番医テレホンサービス 1 92ー0029
※診療時間は9時～17時　
※いずれも事前に、電話で確認してください。
※保険証及び福祉医療証などを必ず持参してください。

当番医 電話番号

5日（日）松村医院（本町） 91－0303

12日（日）松本医院（大江） 91－6020

13日（月）小川クリニック（勝間原） 91－5777

19日（日）ふじわら医院（大河内） 91－7100

26日（日）熊北診療所（高代） 91－0100

10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー

最
近
は
、テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
な
ど
、近
く
の
も
の
を
長

時
間
見
る
機
会
が
増
え
、目
に
と
っ

て
厳
し
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
、目
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
長
時
間
連
続
し
て
テ
レ
ビ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
画
面
を
見
な
い
●
近
く
を
見
る
時
間
が
長

い
場
合
は
、30
分
に
１
度
遠
く
を
見
た
り
し
て

目
を
休
め
る
●
机
に
向
か
う
と
き
は
正
し
い
姿

勢
を
と
り
、十
分
な
明
る
さ
を
確
保
●
規
則

正
し
い
生
活
を
送
り
、身
体
の
健
康
を
保
つ
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10月の保健のお知らせなど

徳山地域新南陽地域
本庁健康増進課　10834―22―8553
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病予防のアドバイスや血圧測定、尿検査など

１日（水） 9：30～11：30 湯野支所
１日（水） 13：30～14：30 向道支所

◎ ２日（木） 9：30～11：30 櫛浜支所
○ ２日（木） 13：30～15：00 須々万支所
◎ ６日（月） 9：30～11：30 鼓南支所
７日（火） 9：30～11：30 戸田支所

○ ７日（火） 13：30～14：30 長穂支所
14日（火） 13：30～14：30 大向公民館
15日（水） 9：30～11：00 尚白園
15日（水） 13：30～14：30 中須支所
16日（木） 9：30～11：30 久米支所

○ 20日（月） 9：30～11：30 徳山保健センター
◎20日（月） 9：30～11：30 粭島公民館

○ 20日（月） 9：30～11：30 夜市支所
20日（月） 10：30～12：00 須金支所

◎28日（火） 9：30～11：30 菊川支所

■育児相談
○ １日（水） 9：30～11：00 夜市支所
○ ６日（月） 10：00～11：00 長穂支所
◎ ７日（火） 9：30～11：00 周陽公民館

○ ８日（水） 10：00～11：30 須々万農村環境改善センター
○◎14日（火） 9：30～11：00 徳山保健センター

（８か月児から）
15日（水） 9：30～11：00 鼓南支所
15日（水） 9：30～11：00 尚白園
28日（火） 9：30～11：00 久米支所

■3歳児健康診査 ※少量の尿を持参
９日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター
23日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター

■健康づくり相談会（予約制）
血糖値が気になる人のための相談会

27日（月） 9：30～11：00 徳山保健センター
◆持参物／健康診査受診結果、健康手帳◆申込み／
電話で健康増進課

■基本健康診査（予約制）
16日（木）受付13：00～13：45 徳山保健センター

◆申込み／10月15日（水）までに、電話で健康増進課

■栄養相談（高脂血症、高血圧などが気になる人へ）
20日（月） 9：30～11：30 徳山保健センター

新南陽総合支所健康増進課　10834―61―3091
○は栄養相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病予防のアドバイス、血圧測定など

１日（水） 9：30～10：00 馬神集会所
３日（金） 9：30～10：30 巣山の山田さん宅
14日（火） 9：30～10：30 矢地峠集会所
14日（火） 9：30～10：00 神楽伝承館
15日（水） 9：30～10：30 西広沢集会所
16日（木） 10：00～10：30 老人憩いの家
16日（木） 9：30～10：00 田戸集会所
20日（月） 9：30～10：30 大谷集会所
23日（木） 9：30～10：30 木屋ヶ迫集会所
28日（火） 13：30～14：30 川崎会館
29日（水） 9：30～10：00 升谷専照寺
30日（木） 9：30～10：00 和田集会所
31日（金） 9：30～10：00 高瀬集会所

■7の日健康相談
６日（月） 11：00～11：50 フジ新南陽店

■お年寄りの健康相談
２日（木） 13：00～14：00 老人福祉センター
17日（金） 13：00～14：00 老人福祉センター

■育児相談
○ １日（水） 13：30～14：40 新南陽保健センター
○ ７日（火） 13：30～14：30 ふれあいセンター

17日（金） 10：00～11：00 すくすくセンター
24日（金） 10：00～11：00 にこにこセンター

■基本健康診査（予約制）
28日（火） 13：00～13：40 新南陽保健センター

◆申込み／10月24日（金）までに電話で健康増進課

■胃がん検診（予約制）
21日（火） 8：00～9：00 新南陽保健センター
22日（水） 8：00～9：00 新南陽保健センター
24日（金） 8：00～9：00 ふれあいセンター

■子宮がん・乳がん検診（予約制）
９日（木） 13：00～13：30 ふれあいセンター
15日（水） 13：00～13：30 新南陽保健センター

■基本健診結果説明会
○ 24日（金） 14：15～00：00 新南陽保健センター
◆内容／9月16日の
基本健康診査の結
果説明◆持参物／
健康手帳
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吉
よし

水
みず

愛
あ

海
み

ちゃん

安田C・１歳５か月

わ
が
家
の
カ
ワ
イ
イ

あ
み
ち
ゃ
ん
で
す

上
かみ

ノ
の

谷
たに

心
こ

咲
こ

ちゃん

古市B・１歳

み
ん
な
の
ア
イ
ド
ル

や
ん
ち
ゃ
姫

東
ひがし

広
ひろ

晴
はる

くん

大島A・１歳１か月

東
家
の
ア
イ
ド
ル

ハ
ー
ク
ン
で
す

鹿野地域 熊毛地域
熊毛総合支所健康福祉課　10833―92―0013
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談
保健師による血圧測定、健康相談

9日（木） 9：30～00：00 松舟集会所
―11月の予定―
○ 7日（金） 9：30～00：00 熊毛総合支所
※７日の相談は、電話で健康福祉課へ申し込みください。

■「すみれの会」（物忘れなどがある人のリハビリ教室）
1日、8日、15日、22日、29日と11月5日。いずれも水曜日
で13：30～15：30。会場は高水ふれあいセンター（22日の
み熊毛公民館）

■でんでん虫の会（痴ほう老人を抱える介護者の集い）
8日（水） 13：30～15：20 高水ふれあいセンター

■健康教室（健康についての話と座談会）
20日（月） 13：30～00：00 鶴いこいの里須野河内交流館

■健康寺子屋（生活習慣を見直す健康づくり講座）
体力チェック～はつらつ号での体力測定

２日（木） 9：30～11：30 熊毛公民館
◆申込み／電話で健康福祉課

■すこやかセミナー（健康についての話と座談会）
9日（木） 9：30～11：30 鶴いこいの里交流センター

◆申込み／電話で健康福祉課

■育児相談
○◎16日（木） 10：00～11：30 熊毛公民館

■マタニティサークル「お母さんの栄養と赤ちゃんの栄養」
妊婦を対象にした、栄養士・保健師による母親学級
○ 28日（火） 9：30～13：30 勝間ふれあいセンター
◆内容／妊娠中の栄養についての話と調理実習

■子育てHOT2講座（子育て中の人を対象にした講座）
30日（木） 10：30～11：30 サンウイング熊毛

◆内容／講演「ほめ上手・しかり上手」◆講師／澤
さわ

地
ち

都
と

志
し

子
こ

さん（臨床心理士）◆申込み／電話で健康福祉課

鹿野総合支所健康福祉課　10834―68―2332
○は栄養相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病予防のアドバイスや血圧測定、尿検査など

21日（火） 13：30～15：30 鹿野高齢者生産活動センター

■基本健康診査結果説明会
○ 1日（水） 13：30～16：00 鹿野公民館
○ 29日（水） 13：30～16：00 鹿野公民館
◆内容／1日は8月27日、29日は９月24日に行われた基
本健康診査の結果説明◆持参物／健康手帳

■リハビリ教室
心身機能の低下を予防するための機能回復訓練
3日、10日、17日、24日、31日。いずれも金曜日で10：30
～12：30。会場は鹿野診療所（3日のみ、やまなみ荘）

■痴ほう性高齢者家族の集い「なでしこの会」
痴ほう性高齢者を介護している家族同士がお話しする場

9日（木） 10：00～12：00 やまなみ荘

■乳幼児相談・おっぱい相談・赤ちゃんふれあい体験学習
小学生が親子とふれあう体験学習も同時実施

14日（火） 10：00～12：00 鹿野母子健康センター

■すくすくくらぶ
遊びやおしゃべりを通じて、子どもとお母さんの友達づくり

8日（水）子育てサロン000 鹿野保育園
16日（木）子育て相談サロン 子どもすくすくセンター
21日（火）子育てサロン000 鹿野保育園
28日（火）お友達づくり00 鹿野保育園

（内容：いもほり）
※時間はいずれも10：00～11：30

■離乳食教室「パパ・ママの食事から離乳食をとりわけよう」
◆対象／1歳までの乳幼児とその保護者◆日時と場
所／10月30日（木）10時～13時、鹿野母子健康センタ
ー◆内容／栄養士によるお話と調理実習◆申込み／
電話で健康福祉課　※託児があります
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スラローム競技では、90センチメートルの間隔に置かれた
10個のコーンをすり抜け、一輪車の操縦技術を競います

あせらず、あわてず
落ち着いて

ラ
ン
ス
感
覚
の
向
上
に
役
立
つ
一

輪
車
の
普
及
と
、参
加
す
る
子
ど

も
た
ち
相
互
の
交
流
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、９
月
７
日
、市
陸
上

競
技
場
で
一
輪
車
選
手
権
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

約
70
人
の
小
学
生
が
参
加
し
、障

害
物
を
避
け
な
が
ら
ジ
グ
ザ
ク
に

走
る
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
、直
線
を
走

り
抜
け
る
ス
プ
リ
ン
ト
の
２
種
目

の
競
技
で
、学
年
ご
と
に
時
間
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

バ

徳山 表紙づくりでは、絵を描いた紙を貼るなど、それぞれが創造
性を発揮して、個性いっぱいの絵本に仕上げました

親子で作る
世界に１冊の絵本

休
み
の
自
由
課
題
の
宿
題
に
と
、

西
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た「
手
づ
く
り
絵
本
教
室
」。
最
後
の
仕

上
げ
作
業
と
な
る
８
月
29
日
、参

加
し
た
子
ど
も
９
人
と
お
母
さ

ん
は
、先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
表

紙
を
の
り
付
け
し
て
絵
本
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

自
分
で
描
い
た
絵
に
、お
母
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
物
語
を
付
け

た
絵
本
は
、世
界
に
１
つ
し
か
な

い
大
切
な
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

夏

新南陽 
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参加した中学生は「お客さんとの接し方が難しい」と話しな
がらも、窓口では笑顔で応対していました

ボランティア体験で学ぶ
図書館の役割

書
館
の
役
割
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大

切
さ
を
学
ぶ
体
験
学
習
が
、８
月

27
日
、鹿
野
図
書
館
で
行
わ
れ
、鹿
野
中

学
校
の
生
徒
３
人
が
、目
録
カ
ー

ド
の
整
理
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ

た
ラ
ベ
ル
の
作
成
、窓
口
で
の
貸
出

業
務
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま

た
図
書
館
利
用
者
の
質
問
か
ら
、

そ
の
答
え
が
書
か
れ
て
い
る
本
を

探
し
出
す
サ
ー
ビ
ス
の
体
験
も
あ

り
、生
徒
た
ち
は
情
報
検
索
を
す

る
手
順
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

図

鹿野 かわいい共演者の登場や90歳になるお年寄りの歌声な
ど、ほほえましい光景が見られました

日ごろの成果を
マイクにこめて

ご
ろ
、カ
ラ
オ
ケ
教
室
な
ど
で
練
習

を
重
ね
て
き
た
皆
さ
ん
が
、１
年

間
の
成
果
を
発
表
す
る
「
熊
毛
歌
謡
祭
」

が
９
月
７
日
行
わ
れ
ま
し
た
。サ

ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
た
75
人
の
出
演
者
は
、３
０

０
人
の
聴
衆
を
前
に
、ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
浴
び
な
が
ら
自
慢
の
一

曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、音

響
な
ど
を
担
当
す
る
裏
方
の
皆

さ
ん
も
、一
生
懸
命
に
ス
テ
ー
ジ

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

日

熊毛 



人人
間間
魚魚
雷雷
がが
作作
らら
れれ
たた
背背
景景

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、連
合
国
軍
の
攻

撃
が
激
し
さ
を
増
し
、日
本
軍
は
敗
退
を

続
け
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、２
人
の
青
年
士
官
が
、戦
局
を
逆
転

さ
せ
る
に
は
体
当
た
り
に
よ
る
特
攻
作
戦

し
か
な
い
と
、人
間
魚
雷
を
構
想
・
研
究
し

軍
務
局
に
採
用
を
懇
願
し
ま
し
た
。
当
初

は
必
死
を
前
提
と
す
る
兵
器
の
た
め
採
用

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、戦
局
が
さ
ら
に
悪

化
す
る
な
か
、つ
い
に
正
式
兵
器
と
し
て
採

用
さ
れ
、人
間
魚
雷
「
回か

い

天て
ん

」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

「
回
天
」
は
、魚
雷
に
大
量
の
爆
薬

を
搭
載
し
、隊
員
自
ら
が
操
縦

し
て
敵
艦
に
体
当
た
り
す
る
と

い
う
特
攻
兵
器
で
し
た
。
母
体

と
な
っ
た
魚
雷
は
終
戦
ま
で
極

秘
に
さ
れ
た
高
性
能
魚
雷
で
、各

国
の
魚
雷
に
比
べ
て
航
続
距
離
が

長
く
、爆
薬
も
大
量
に
積
載
で
き
、

巨
大
戦
艦
も
一
撃
で
撃
沈
さ
せ

る
威
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

徳
山
港
沖
に
浮
か
ぶ
大
津
島
に
は
、回

天
特
別
攻
撃
隊
の
訓
練
基
地
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら
志
願
し
た
20
歳

前
後
の
精
鋭
た
ち
が
集
ま
り
、窮
地
に
立

つ
祖
国
を
守
る
た
め
、多
く
の
若
者
が
こ

こ
か
ら
出
撃
し
て
い
き
ま
し
た
。

平平
和和
教教
育育
施施
設設
「「
回回
天天
記記
念念
館館
」」

昭
和
43
年
、人
間
魚
雷
「
回
天
」で
、壮

絶
な
最
期
を
遂
げ
た
若
者
た

ち
の
思
い
を
後
世
へ
長
く

語
り
継
い
で
ゆ
く
た

め
、
回
天
発
射
訓
練
基

地
跡
近
く
の
高
台
に
「
回

天
記
念
館
」
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

記
念
館
で
は
、隊
員
の
遺
書
や

手
紙
、軍
服
、遺
影
、遺
品
な
ど
約

１
０
０
０
点
を
収
蔵
す
る
ほ
か
、「
回

天
」の
歴
史
や
時
代
背
景
、当
時
の
生
活

の
様
子
を
資
料
や
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
現
在
で
も
、全
国
か
ら
年
間

約
１
万
５
０
０
０
人
が
訪
れ
、平
和
の
大

切
さ
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
習
す
る
、平

和
教
育
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

「「
回回
天天
」」
をを
しし
のの
ぶぶ
遺遺
跡跡

記
念
館
の
周
辺
に
は
、瀬
戸
内
海
に
突

き
出
し
た
発
射
訓
練
基
地
跡
や
、そ
こ
に

「
回
天
」
を
運
ぶ
た
め
、強
固
な
岩
盤
を
く

り
抜
い
て
作
ら
れ
た
２
５
０
メ
ー
ト
ル
に
お

よ
ぶ
ト
ン
ネ
ル
な
ど
が
大
切
に
保
存
さ
れ
、

当
時
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
遺
跡
は
、太
平
洋
戦
争
の
史
実
を

伝
え
る
、貴
重
な
近
代
遺
跡
と
し
て
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
回
天
特
別
攻
撃
隊
】

航
空
機
に
よ
る
「
神
風
特
別
攻
撃

隊
」
に
対
し
「
神し

ん

潮
ち
ょ
う

特
別
攻

撃
隊
」
と
呼
ば
れ
、終
戦
ま
で
に
訓
練

を
受
け
た
搭
乗
員
は
１
３
７
５
人
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
20
歳
前
後
の
若
者
で
、

兵
学
校
・
機
関
学
校
出
身
の
若
者
、学

徒
や
学
生
出
身
の
予
備
学
生
、予
科

練
出
身
者
で
し
た
。
回
天
に
よ
る
戦
没

者
は
、搭
乗
員
や
整
備
員
な
ど
１
４
５

人
に
も
お
よ
び
ま
し
た
。

※

※

回天記念館　
●開館時間 8時30分～16時30分
●休館日 毎週水曜日と12/29～1/3

※水曜日が休日の場合はその翌日

●入場料 300円（18歳以下無料）
●問合せ 回天記念館10834―85―2310

■

平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
回
天
記
念
館
■

14

★ ★ 
回天記念館回天記念館

馬島港

徳山港徳山港

刈尾港刈尾港

徳山港から大津島の馬島港行きのフェリーで
約40分。片道540円（小学生以下半額）

回天発射訓練基地跡

記念館前にある実物大の「回天」の模型
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多
く
の
人
に
永
源
山
公
園
の
魅
力
を

【
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
】

「
一
通
の
手
紙
が
き
っ
か
け
で
し
た
」

と
会
の
発
足
を
振
り
返
る
会
長
の
田た

中な
か

義よ
し

夫お

さ
ん
。「
永
源
山
公
園
に
来
ら

れ
た
東
京
の
女
性
か
ら
の
手
紙
に『
足

が
悪
く
て
頂
上
の
風
車
ま
で
上
が
れ
ず

残
念
だ
っ
た
』
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
昨
年
、市
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協

力
し
て
も
ら
え
る
市
民
を
募
り
、現
在

で
は
38
人
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
」。

ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
は
、

市
の
職
員
が
不
在
に
な
る
休
日
、班
を

組
み
、交
代
で
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

貸
し
出
し
の
ほ
か
、足
の
不
自
由
な
人

の
た
め
に
、車
で
山
頂
ま
で
行
け
る
道
の

門
の
開
け
閉
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
訪
れ
た
人
に
喜
ん
で
帰
っ
て
も
ら

う
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
井い

本も
と

和か
ず

生お

さ
ん
。「
永
源
山
公
園
の
魅
力
は
何

と
い
っ
て
も
風
車
で
す
」
と
話
す
の
は

堺さ
か
い

谷た
に

俊と
し

正ま
さ

さ
ん
。
皆
さ
ん「
自
分
た
ち

の
活
動
を
、よ
り
多
く
の
か
た
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、永
源
山
公
園
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
の
思
い
で
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
あ
、休
日
は
永
源
山
公
園

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

車道入り口に設置されたインターホンから事
務所に連絡が入ると、門を開けに行きます

自らも踊りながら、子どもたちに踊りの型を指導する
松永さん

子
ど
も
た
ち
の
打
つ
鉦か

ね

の
音
が
響
く
勝

間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
。
踊
り
の
輪
の
中
心

で
、全
身
で
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
踊
り
の

指
導
に
あ
た
る
の
が
、勝か

つ

間ま

諫か
ん

鼓こ

踊
お
ど
り

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

会
長
の
松
永
寛
治
さ
ん
で
す
。

７
年
に
１
度
、熊
毛
神
社
に
奉
納
さ
れ
る

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の「
諫
鼓
踊
」

が
、今
年
の
10
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

保
存
会
で
は
、今
、踊
り
の
準
備
や
練
習
の

真
っ
最
中
。
松
永
さ
ん
の
指
導
に
も
熱
が

入
り
ま
す
。

「
今
回
の
奉
納
に
向
け
て
、７
月
の
終
わ

り
か
ら
毎
週
２
回
の
練
習
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
踊
り
の
仕
上
が
り
も
ま
ず
ま
ず
の

で
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と
話
す
松
永
さ

ん
自
身
も
、当
日
は
踊
り
に
加
わ
り
ま
す
。

「
こ
の
踊
り
に
は
書
き
残
さ
れ
た
も
の

が
な
く
、す
べ
て
人
か
ら
人
へ
口
で
伝
え
ら

れ
今
に
続
い
て
い
ま
す
。
私
も
子
ど
も
の
こ

ろ
、地
区
の
お
年
寄
り
に
踊
り
を
教
わ
り

ま
し
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、次
の
世

代
へ
つ
な
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

し
、そ
の
こ
と
を
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
話
し
て
い
ま
す
」
と
伝
承
の
思
い
熱
く

語
る
松
永
さ
ん
。

今
年
は
11
月
８
日
に
文
化
会
館
で
行

わ
れ
る「
や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭
伝
統
芸

能
in
周
南
」へ
の
出
演
も
決
ま
り
ま
し
た
。

「
豊
臣
秀
吉
が
文ぶ
ん

禄ろ
く

の
役え
き

の
戦
勝
の
礼
と

し
て
奉
納
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
の
踊

り
は
、華
や
か
な
衣
装
や
花
笠
も
見
所
で

す
。ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」。

勝間諫鼓踊保存会会長

松
まつ

永
なが

寛
かん

治
じ

さん

次
の
世
代
に

伝
え
て
守
る

伝
統
芸
能
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情 報 ひ ろ ば  

物
品
・
業
務
委
託
指
名
競
争
入
札

の
参
加
資
格
審
査
申
請

▼
対
象
／
平
成
16
･
17
年
度
に
市
が
発

注
す
る
業
務
の
委
託
、ま
た
は
物
品
調
達

な
ど
の
契
約
に
係
る
指
名
競
争
入
札
に
参

加
し
よ
う
と
す
る
人
▼
受
付
内
容
／
q

業
務（
建
設
工
事
に
係
る
業
務
を
除
く
）

の
委
託
w
物
品
の
製
造
の
請
負
、買
入
れ
、

借
入
れ
※
q
と
w
の
申
請
は
別
▼
受
付

期
間
／
11
月
１
日（
土
）〜
12
月
１
日（
月
）

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）郵
送
の
場

合
は
、12
月
１
日
の
消
印
有
効
▼
受
付
場

所
／
入
札
監
理
室
※
各
総
合
支
所
の
総

務
課
で
も
申
請
書
を
取
り
次
ぎ
ま
す
が
、

郵
送
と
同
じ
扱
い
と
し
ま
す
。▼
登
録
期

間
／
平
成
16
年
４
月
１
日
〜
18
年
３
月

31
日

●
詳
し
い
申
請
方
法
と
申
請
書
は
、入
札

監
理
室
と
各
総
合
支
所
総
務
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
書
は
、市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

●
業
務
委
託
の
発
注
内
容
に
よ
っ
て
は
、建

設
業
者（
ほ
装
、造
園
、建
築
業
な
ど
）、

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
な
ど
も
、

今
回
の
指
名
業
者
名
簿
へ
の
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

●
今
回
、業
務
委
託
及
び
物
品
調
達
な
ど

お
知
ら
せ
 

環境 犬やネコは、正
しく飼いましょう

10月は動物の飼い方マナーアッ

プ強化月間です。

●フンは飼い主が責任をもって始末し

ましょう。特にネコは、他人の土地を

汚さないように、排便場所を厳しくし

つけましょう。

●犬はつないで飼いましょう。

●動物は家族の一員として、最後まで

責任をもって飼いましょう。

※どうしても飼えなくなった犬・ネコの引

き取りについては、ご相談ください。

［問合せ］ 環境政策課122―8322

の
名
簿
区
分
、業
種
区
分
が
変
更
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、申
請
書
類
の
、取
り

引
き
を
希
望
す
る
営
業
種
目
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
指
名
業
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
、指
名
競
争
入

札
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間
外
の
申
請
は
原
則
と
し
て

受
け
付
け
ま
せ
ん
。
な
お
、旧
徳
山
市

に
お
い
て
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格

を
得
て
い
る
業
者
で
、平
成
16
年
４
月

１
日
以
降
に
登
録
の
有
効
期
限
が
終

わ
る
場
合
も
今
回
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
／
入
札
監
理
室
物
品
業
務
委

託
担
当
1
22
―
８
２
３
４

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞
金

▼
対
象
／
10
月
１
日
を
基
準
に
し
て
、市

内
に
在
住
し
、６
か
月
以
上
継
続
し
て
寝

た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ
る
65
歳（
昭
和

13
年
以
前
生
ま
れ
）以
上
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
人
※
日
常
生
活
で
常
時
介
護

を
要
す
る
人
で
、病
院
に
入
院
し
た
り
施

設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、対
象
外
で
す
。

※
支
給
を
受
け
る
に
は
、申
請
が
必
要
で

す
。▼
申
請
期
限
／
10
月
31
日（
金
）▼
支

給
金
額
／
年
１
回
３
万
円（
12
月
に
支
給
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
／
最
寄
り
の
担
当
地

区
民
生
委
員
、ま
た
は
高
齢
障
害
課
1
22

―
８
４
６
２
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓

福
祉
 

口
。
新
南
陽
1
61
―
３
０
５
９
、熊
毛
1

92
―
０
０
１
２
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２

市
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
て
い
る
人
へ

10
月
か
ら
、市
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
つ
い
て
、定
期
的
に
状
況
調
査
を
行
い
ま

す
。ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た
は
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
調
査
で
訪
問
し
た

場
合
は
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／

高
齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６
２
ま
た
は
各

総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―

３
０
５
９
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
２
、鹿
野

1
68
―
２
３
３
２

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

下
肢
装
具
、車
い
す
な
ど
の
補
装
具
の

要
否
判
定
や
使
用
・
装
着
に
つ
い
て
の
相

談
、身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
や
等
級
変

更
の
た
め
の
診
断
を
行
い
ま
す
。
※
必
ず

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。▼
日
時
と
場

所
／
11
月
６
日（
木
）
13
時
30
分
〜（
受

付
12
時
30
分
〜
）、徳
山
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
診
療
科
目
／
整
形
外
科
▼
持
参

す
る
も
の
／
身
体
障
害
者
手
帳（
持
つ
人

の
み
）▼
申
込
み
／
高
齢
障
害
課
1
22
―

８
４
６
３
5
22
―
８
４
６
４
ま
た
は
各
総

合
支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―
３
０

５
８
5
64
―
３
０
５
０
、熊
毛
1
92
―
０

０
１
２
5
92
―
０
１
８
９
、鹿
野
1
68
―

２
３
３
２
5
68
―
２
４
１
２

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
元
軍
人

軍
属
の
皆
さ
ん
に
弔
慰
金
を
支
給

▼
対
象
／
特
別
永
住
者（
帰
化
し
た
人
を

含
む
）な
ど
で
、旧
日
本
軍
の
軍
人
・
軍
属

な
ど
と
し
て
戦
死
し
た
人
の
遺
族
や
重
度

戦
傷
病
者
で
、昭
和
12
年
７
月
７
日
以
降

の
公
務
傷
病
に
よ
り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
▽
昭
和
16
年
12
月
８
日
以
降
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死
亡
し
た
人
の
遺
族
▽
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
人
▽
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

っ
た
人
の
遺
族
▼
請
求
期
限
／
来
年
３
月

31
日（
水
）▼
問
合
せ
／
社
会
課
1
22
―

８
４
６
５

10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、ど
こ
に
で

も
短
期
間
で
設
置
で
き
、下
水
道
の
終
末

処
理
施
設
と
同
等
の
水
処
理
性
能
が
あ

り
、水
質
保
全
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
使
い
方
を
誤
っ
た
り
、適
切
に
維

持
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
放
流
水
の
水
質

が
悪
化
し
た
り
、悪
臭
が
発
生
し
た
り
し

ま
す
。
浄
化
槽
の
適
切
な
保
守
点
検
や
清

掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

環
境
 

下
水
道
な
ど
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
は
、補
助
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
環
境
政
策

課
1
22
―
８
３
２
４
ま
た
は
各
総
合
支
所

担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―
３
０
４
８
、

熊
毛
1
92
―
０
０
３
６
、鹿
野
1
68
―
２

３
３
３

10
月
１
日
か
ら
使
用
済
み
パ
ソ
コ

ン
は
市
で
は
収
集
し
ま
せ
ん

「
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
よ
り
、10
月
１

日
か
ら
、家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
使
用
済
み

パ
ソ
コ
ン
は
、製
造
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
自
主

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、市
で
は
収

集
し
ま
せ
ん
。
ま
た
不
燃
物
処
分
場
に
持

ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
済
み

パ
ソ
コ
ン
の
回
収
に
つ
い
て
は
、製
造
メ
ー
カ

ー
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。▼
問

合
せ
／
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
22
―
８

３
０
３

給
水
施
設
整
備
事
業
補
助
制
度

生
活
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、給
水
施

設
の
共
同
整
備
を
実
施
す
る
費
用
の
一

部
を
、市
が
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。▼
対
象
／
水
道
事
業

及
び
簡
易
水
道
事
業
の
給
水
区
域
外
で
、

生
活
用
水
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
地
域

で
、お
お
む
ね
10
戸
ま
で
が
共
同
で
設
置

す
る
給
水
施
設
。
た
だ
し
、共
同
設
置
が

著
し
く
困
難
な
場
合
は
、個
人
設
置
も
対

象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。▼
補
助
金

の
額
／
給
水
施
設
新
設
な
ど
に
要
す
る

費
用
の
２
分
の
１
以
内
で
、１
戸
当
た
り

最
高
30
万
円（
た
だ
し
予
算
の
範
囲
以
内
）

▼
問
合
せ
／
環
境
政
策
課
1
22
―
８
３

２
２
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新

南
陽
1
61
―
３
０
４
８
、熊
毛
1
92
―
０

０
３
６
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
３

青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
の
隊
員

▼
対
象
／
昭
和
38
年
11
月
17
日
〜
59
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
日
本
国
籍
を
も
つ
人

▼
募
集
期
間
／
10
月
10
日（
金
）〜
11
月

募
集
 

募 

16
日（
日
）▼
派
遣
期
間
／
原
則
２
年
間

▼
そ
の
他
／
満
40
歳
〜
満
69
歳
の
日
本

国
籍
を
有
す
る
人
を
対
象
と
し
た
「
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
や
「
日
系
社
会
シ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
も
あ
り
▼
問
合
せ
／

企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当
1
22
―
８

６
９
１

「
秋
風
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に

出
店
す
る
人

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も（
商
売
目
的
、飲

食
物
の
出
店
は
不
可
）▼
日
時
と
場
所
／

11
月
２
日（
日
）９
時
〜
15
時
30
分
、新
南

陽
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
▼
募
集
区
画
／
31

区
画（
１
・
７
c
×
１
・
８
c
）申
込
順
▼
出

店
料
／
１
区
画
１
０
０
０
円
▼
申
込
み
／

10
月
７
日（
火
）９
時
か
ら
新
南
陽
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
1
63
―
５
５
３
３
5
63
―

５
５
３
４

「
遠
石
秋
ま
つ
り
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
す
る
人

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も（
小
・
中
学
生
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
。
飲
食
物
の
出
店

は
不
可
）▼
日
時
と
場
所
／
10
月
19
日

（
日
）
11
時
〜
15
時（
雨
天
中
止
）、出
光

若
草
グ
ラ
ウ
ン
ドa

▼
区
画
／
３
・
５
c
×

３
・
５
c
▼
出
店
料
／
１
０
０
０
円（
遠
石

地
区
内
の
人
は
５
０
０
円
）。
当
日
集
金
▼

申
込
み
／
10
月
14
日（
火
）ま
で
に
遠
石

公
民
館a

1
22
―
０
４
４
２

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

環境「しんなんよう一日清
掃の日」に、ご参加を

「自分たちの

まちは自分たち

の手によってきれ

いにしよう」をス

ローガンに、地域

の皆さんが力を

合わせて河川や公園、道路などの公共の場

所をきれいにする「しんなんよう１日清掃の日」

を、今年も次の日程で実施します。皆さんの

積極的な参加をお願いします。

［日時・場所］ 10月19日（日）８時～、新南

陽南部地区

※雨天の場合は中止（小雨決行）します。決

行の場合は、７時に花火を打ち上げます。

※新南陽北部地区は、26日に実施の予定。

［問合せ］ 新南陽総合支所環境対策課1

61―3048
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情 報 ひ ろ ば  

周
南
地
区
福
祉
施
設
組
合
職
員

生
活
指
導
員

▼
資
格
と
定
員
／
昭
和

49
年
４
月
２
日
〜
59
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
、短
大（
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）ま
た

は
大
学
以
上
を
卒
業
の
人
、ま
た
は
来
春

卒
業
見
込
み
の
人
お
よ
び
専
修
学
校（
高

校
卒
業
の
人
も
し
く
は
同
等
の
学
力
の
あ

る
人
を
入
学
資
格
と
し
、２
年
以
上
の
専

門
課
程
を
履
修
す
る
も
の
）を
卒
業
ま
た

は
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
、２
人

介
護
職
員

▼
資
格
と
定
員
／
昭
和
39

年
４
月
２
日
〜
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
、高
校
以
上
を
卒
業
の
人
、ま
た
は
来

春
卒
業
見
込
み
の
人
、１
人

い
ず
れ
も

▼
受
付
期
間
／
10
月
１
日

（
水
）〜
20
日（
月
）▼
提
出
書
類
／
周
南

地
区
福
祉
施
設
組
合
事
務
局（
市
役
所

内
）に
備
え
付
け
の
申
込
書
、最
終
学
校

の
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明

書
、最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
▼
１
次
試

験
日
／
11
月
４
日（
火
）▼
試
験
科
目
／

一
般
教
養
、小
論
文
、適
性
検
査
▼
採
用

予
定
／
来
年
４
月
１
日
▼
問
合
せ
／
周

南
地
区
福
祉
施
設
組
合
事
務
局
1
22
―

８
４
７
４

「
お
お
た
ば
ら
！
げ
ん
キ
ッ
ズ
」
で

で
あ
い
、ふ
れ
あ
い
、わ
か
ち
あ
い

▼
対
象
／
４
歳
〜
小
学
校
就
学
ま
で
の

幼
児
と
そ
の
家
族（
原
則
と
し
て
２
回
と

も
参
加
で
き
る
家
族
）▼
日
時
と
場
所
／

11
月
16
日（
日
）・
23
日（
祝
）10
時
〜
15

時
、大
田
原
自
然
の
家a

▼
募
集
家
族
／

15
家
族（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼

内
容
／
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、親
子

で
コ
マ
づ
く
り
、ベ
ー
コ
ン
作
り
、窯
焼
き
ピ

ザ
作
り
、動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
▼
参
加

費
／
毎
回
１
人
６
０
０
円
と
１
家
族
諸
経

費
と
し
て
別
途
１
０
０
円
▼
申
込
み
／
10

月
31
日（
金
）ま
で
に
、は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、参
加
す
る
家
族
の
氏
名
、年

齢
、住
所
、電
話
番
号
、参
加
希
望
の
動
機

を
書
い
て
、〒
７
４
５
―
０
５
１
１
中
須
北

３
１
９
４
大
田
原
自
然
の
家
「
お
お
た
ば

ら
！
げ
ん
キ
ッ
ズ
」
係
1
5
89
―
０
４
６
１

Ｅ
メ
ー
ルootabara@

city.shunan.yam

aguchi.jp

新
南
陽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
の
介
護
職
員

▼
資
格
と
定
員
／
10
月
１
日
現
在
、40
歳

以
下
で
ワ
ゴ
ン
型
普
通
車
の
運
転
が
で
き
、

福
祉
に
熱
意
の
あ
る
通
勤
が
便
利
な
人
、

１
人
▼
勤
務
／
週
、３
日
程
度（
日
曜
日

を
除
く
）８
時
30
分
〜
17
時
▼
給
与
な

ど
／
時
給
８
２
８
円
、通
勤
手
当（
片
道

２
d
以
上
）、期
末
手
当
あ
り
、社
会
保
険

な
し
▼
選
考
／
10
月
下
旬
に
筆
記
試
験

（
作
文
を
含
む
）、面
接
、健
康
診
断
▼
採

用
予
定
／
11
月
中
旬
▼
申
込
方
法
／
10

月
16
日（
木
）ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
で
、〒
７
４
６
―
０
０
１

４
古
川
町
１
―
17
新
南
陽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー（
新
南
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）1
62
―
６
３
０
３

福
寿
荘
の
介
護
職
員

▼
資
格
と
定
員
／
10
月
１
日
現
在
、45
歳

以
下
で
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
も
ち
、

福
祉
に
熱
意
の
あ
る
通
勤
が
便
利
な
人
、

１
人
▼
勤
務
な
ど
／
１
か
月
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
で
週
休
２
日（
早
出
、遅
出
、

夜
勤
あ
り
）。
社
会
保
険
あ
り
▼
選
考
／

10
月
下
旬
に
筆
記
試
験（
作
文
を
含
む
）、

面
接
、健
康
診
断
▼
採
用
予
定
／
来
年
４

月
１
日
▼
申
込
み
／
10
月
16
日（
木
）ま

で
に
市
販
の
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参

で
、〒
７
４
６
―
０
１
０
４
米
光
３
６
１
社

会
福
祉
法
人
新
南
陽
福
祉
の
会
事
務
局

（
福
寿
荘
内
）1
67
―
２
８
２
０

サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
２
０
０
３

福
祉
社
会
論

▼
日
時
と
場
所
／
10
月

22
日
〜
来
年
２
月
４
日
の
水
曜
日
全
９

回
18
時
〜
19
時
30
分
、市
民
交
流
セ
ン
タ

ーa

▼
内
容
／
21
世
紀
の
福
祉
の
在
り
方

▼
講
師
／
福ふ

く

永な
が

善よ
し

秀ひ
で

さ
ん（
徳
山
大
学
教

授
）▼
受
講
料
／
５
３
６
０
円（
テ
キ
ス
ト

講
座
・
講
演
 

募集 わかもの定住団地の
分譲地

「わかもの定住団地」は、鹿野地域

の中心部（鹿野上・上古市）に位置し、

近くに保育・幼稚園、小・中学校、図

書館、病院や総合支所などの生活環

境が整った団地です。清流の地「鹿

野」で、ゆったりと生活してみませんか。

［応募資格］ 平成16年３月31日現在45歳以下で、分譲宅

地に建築する住宅に同居する親族があり、申込者及び現在同

居の親族などが、鹿野地域内に宅地を持たない人

［分譲条件］ 宅地購入から３年以内に専用住宅を建築し、

永住すること

［募集区画数・価格］ ７区画（１区画80～１００坪）、１坪約６

万円

［設備］ 簡易水道、公共下水道

［申込方法］ 10月20日（月）まで（土・日曜日、祝日は除く）

の９時～17時に、企画調整課地域政策係または鹿野総合支

所地域振興課に備え付けの申込書で

［申込先］ 鹿野総合支所地域振興課168―2331
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

代
含
む
）

市
民
社
会
へ
の
架
け
橋
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
理
論
と
実
践

▼
日
時
と
場
所
／
10

月
14
日
〜
来
年
３
月
９
日
の
火
曜
日
全

10
回
19
時
〜
20
時
30
分
、市
民
交
流
セ
ン

タ
ーa

▼
内
容
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い

て
実
際
の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
分
か
り
や

す
く
説
明
▼
講
師
／
井い

竿ざ
お

富と
み

雄お

さ
ん（
山

口
県
立
大
学
助
教
授
）ほ
か
▼
受
講
料
／

３
０
０
０
円

地
域
文
化
講
座

▼
日
時
と
場
所
／
10

月
27
日
〜
来
年
１
月
19
日
の
月
曜
日
全

６
回
17
時
〜
20
時
10
分
、市
民
交
流
セ
ン

タ
ーa

▼
内
容
／
「
瀬
戸
内
海
」、「
ふ
ぐ

の
文
化
」
ほ
か
▼
講
師
／
大お

お

竹た
け

義よ
し

則の
り

さ
ん

（
徳
山
大
学
教
授
）ほ
か
▼
受
講
料
／
２

０
０
０
円（
学
生
は
無
料
）

申
込
み

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、

講
座
名
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い

て
、企
画
調
整
課
内
周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ

レ
ッ
ジ
事
務
局
1
22
―
８
４
７
８
5
22
―

８
４
７
５
Ｅ
メ
ー
ルk

ik
ak
u
@
city
.sh
u

nan.yam
aguchi.jp

女
性
セ
ミ
ナ
ー

〜
自
分
を
見
つ
め
て
〜

▼
対
象
／
女
性
▼
日
程
な
ど
／
表
の
通

り（
３
・
４
回
目
は
公
開
講
座
）▼
場
所
／

徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
／
40
人
▼
受

講
料
／
無
料
▼
申
込
み
／
10
月
20
日

（
月
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、、Ｅ
メ
ー
ル
で
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
書
い
て
、〒
７
４
５
―
０
０
７
１
岐

山
通
１
―
４
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ーa

1
22

―
８
６
９
０
5
22
―
８
８
１
６
Ｅ
メ
ー
ル

chuo-ko@
city.shunan.yam

aguchi.jp

３
歳
児
を
も
つ
親
の
学
級

▼
対
象
／
３
歳
児
を
も
つ
保
護
者
と
そ
の

子
ど
も
▼
日
時
と
場
所
／
10
月
23
日（
木
）

〜
来
年
２
月
の
全
５
回
10
時
〜
11
時
、新

南
陽
公
民
館
▼
講
師
／
石い
し

井い

奈な

美み

さ
ん

（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）ほ
か
▼

内
容
／
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
、子
育
て

の
仲
間
づ
く
り
▼
参
加
料
／
無
料
▼
定

員
／
20
組
程
度
▼
申
込
み
／
新
南
陽
公

民
館
1
63
―
１
１
８
８

熊
毛
地
域
の

普
通
救
命
講
習
会

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
11
月
11
日（
火
）13
時
〜
16
時
30
分

（
受
付
12
時
〜
）、光
地
区
消
防
本
部（
光

市
光
井
）▼
内
容
／
心
肺
そ
生
法
、止
血

法
な
ど
の
講
義
と
実
習
▼
定
員
／
30
人

程
度
▼
申
込
み
／
11
月
１
日（
土
）ま
で
に
、

北
消
防
署
に
備
え
付
け
の
申
込
書
で
▼
問

合
せ
／
光
地
区
消
防
組
合
北
消
防
署c

1
91
―
０
０
０
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

講
習
会

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
10
月
９
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時
、

三
世
代
交
流
セ
ン
タ
ーb

▼
演
題
／
小
児

科
の
窓
か
ら
▼
講
師
／
石い
し

川か
わ

佳か

世よ

子こ

さ
ん

（
医
師
）▼
問
合
せ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
支
部b

1
64
―
３
３
４
４

熊
毛
地
域
行
政
相
談

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
▽
10
月
21
日（
火
）10
時
〜
12
時
、熊

毛
郵
便
局
▽
10
月
21
日（
火
）14
時
〜
16

時
、サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
▼
内
容
／
国
、県

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
▼
問
合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
市

民
生
活
課
1
92
―
０
０
１
１

相
談
 

募集 八代のツルのねぐら
を整備しませんか

八代は、古来よりツルを

愛し「近代的自然保護運

動」発祥の地でもありま

す。

八代のツルの、ねぐらの

整備にボランティアとし

て、ご参加ください。

［対象］ どなたでも

［日時・場所］ 10月4日

（土）８時集合※予備日10月5日（日）、鶴いこい

の里交流センターC

※16時ころから交流会を開催します。

［持参するもの］ かま、くわ、のこ、くまで、草刈り

機など※湿田に入れる服装で参加してください。

昼食を準備します。

［問合せ］ 鶴いこいの里交流センターC192

―0003

回 日時　 学習のテーマ 講師

1 11月13日（木） 豊かな色彩の世界へ 古
ふる

野
の

幸
ゆき

恵
え

さん

10時～11時30分～色が持つ癒
いや

しの効果 グループ「私
し

輝
き

彩
さい

」代表理事

2 11月20日（木） 輝く日のために 内
ない

藤
とう

一
ひと

枝
え

さん

10時～11時30分 ブライダルプロデユーサー

3 11月27日（木） 自分を大切に 市
いち

場
ば

恵
けい

子
こ

さん

10時～11時30分 心理カウンセラー

4 12月4日（木） 元気の出る話 岡
おか

紳
しん

爾
じ

さん

13時50分～15時 周南健康福祉センター所長

■女性セミナーの日程
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学
す
る
人
、協
会
に
登
録
し
て
い
る
人
▼

日
時
と
場
所
／
11
月
９
日（
日
）９
時
〜
、

新
南
陽
体
育
館
▼
種
目
／
混
合
の
部
、女

子
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
部
▼
参
加
料
／
１
人
５
０

０
円（
協
会
に
登
録
し
て
い
る
人
は
無
料
）

※
チ
ー
ム
の
上
限
は
２
０
０
０
円
▼
申
込

み
／
10
月
26
日（
日
）ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
、新
南
陽
体
育
館
内
7
新
南
陽
市

体
育
協
会
1
62
―
２
６
７
８

徳
山
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通

学
す
る
人（
高
校
生
を
入
れ
た
チ
ー
ム
編

成
及
び
高
校
生
単
独
チ
ー
ム
可
）▼
日
時

と
場
所
／
10
月
19
日（
日
）９
時
〜
、市
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
球
場a

ほ
か
▼
参
加
料
／
１

チ
ー
ム
３
０
０
０
円
▼
申
込
期
限
／
10
月

14
日（
火
）▼
申
込
み
／
申
込
書
に
参
加

料
を
添
え
て
、総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ーa

内
7
徳
山
体
育
協
会
1
28
―
８
３
１
１

秋
季
徳
山
地
区
市
民
テ
ニ
ス
大
会

▼
対
象
／
徳
山
地
域
の
人
及
び
徳
山
地

域
の
企
業
、ク
ラ
ブ
に
在
籍
し
て
い
る
人
▼

日
時
と
場
所
／
11
月
３
日（
祝
）９
時
〜
、

緑
地
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
トa

▼
種
目
／
上

級
・
中
級
男
子
、一
般
男
子
・
女
子
、混
合
、

壮
年（
45
歳
以
上
）▼
参
加
料
／
１
人
３

０
０
円
▼
申
込
み
／
10
月
20
日（
月
）ま

で
に
、申
込
書
を
田
中
真
人
さ
ん
1
21
―

０
８
５
６
5
21
―
１
９
０
６

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
初
心
者
教
室

▼
対
象
／
弓
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
人
※

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
も
、ご
参
加
く
だ

さ
い
。▼
日
時
と
場
所
／
10
月
４
日
〜
11

月
29
日
の
毎
週
土
曜
日（
全
９
回
）15
時

〜
17
時
、市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場a

▼
会
費
／

３
０
０
０
円
▼
申
込
み
／
山や
ま

本も
と

利と
し

満み
ち

さ
ん

（
周
南
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
）1
25
―
３
７

６
６
※
10
月
４
日（
土
）の
申
込
み
も
可
。

徳
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
発
足

50
周
年
記
念
大
会

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場

所
／
10
月
12
日（
日
）13
時
〜
16
時
20
分
、

市
民
館a
▼
内
容
／
記
念
講
演
、パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
▼
講
師
／
寺て
ら

尾お

明あ
き

催
し
 

人と

さ
ん（
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
）▼
演
題
／

平
和
へ
の
連
帯
〜
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
と

世
界
寺
子
屋
運
動
▼
参
加
料
／
無
料
▼

問
合
せ
／
徳
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会（
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
内
）1
22
―
８
６
９
０

和
田
総
合
ま
つ
り

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場

所
／
10
月
19
日（
日
）８
時
30
分
〜
、和
田

公
民
館b

及
び
そ
の
周
辺
▼
内
容
／
芸

能
発
表
、農
産
物
の
加
工
品
や
地
元
特
産

品
の
販
売
、バ
ザ
ー
、じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な

ど
▼
問
合
せ
／
和
田
公
民
館
内
和
田
総

合
ま
つ
り
実
行
委
員
会
1
67
―
２
０
６
９

西
徳
山
い
け
い
け
フ
ェ
ス
タ

▼
日
時
と
場
所
／
10
月
11
日（
土
）10
時

〜
18
時（
雨
天
の
場
合
、12
日
に
順
延
）、

新
南
陽
地
域

10
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
の
人
▼
日
時
と

場
所
／
▽
10
月
14
日（
火
）10
時
〜
15
時
、

新
南
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
10
月
21
日

（
火
）９
時
〜
12
時
、和
田
公
民
館b

▼
問

合
せ
／
人
権
推
進
課
1
22
―
８
４
５
６

巡
回
行
政
相
談

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場

所
／
▽
10
月
９
日（
木
）10
時
〜
12
時
、和

田
公
民
館b

▽
10
月
９
日（
木
）10
時
〜

12
時
、福
川
公
民
館b
▼
内
容
／
国
や
県

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
課
1
61
―
３
０
９
８

徳
山
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
▼
日
時

と
場
所
／
10
月
26
日（
日
）８
時
30
分
〜
、

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場a

ほ
か
▼
参
加

料
／
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円
▼
申
込
期

限
／
10
月
20
日（
月
）17
時
▼
申
込
み
／

申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て
、総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ーa

内
7
徳
山
体
育
協
会
1

28
―
８
３
１
１

秋
季
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通

ス
ポ
ー
ツ
 

催し チューリップ満開
作戦にご参加を

［対象］ どなたでも

［日時と場所］ 10月15日（水）10時～

15時※雨天の場合は16日（木）に延期、

永源山公園「ゆめ風車」前B

［内容］ チューリップの球根の植え付け、

ストリートオルガンの演奏体験

［問合せ］ 永源山公園管理事務所1

63―7899

情 報 ひ ろ ば  
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わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場

所
／
10
月
12
日（
日
）10
時
〜
15
時
、せ
せ

ら
ぎ
パ
ー
ク
鹿
野
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
※
小

雨
決
行
▼
内
容
／
釣
り
大
会
、乗
馬
体
験（

ポ
ニ
ー
）、魚
の
つ
か
み
取
り
、わ
ん
ぱ
く
マ

ラ
ソ
ン
大
会
、丸
太
切
り
大
会
、各
種
バ
ザ

ー
、都
濃
和
牛
カ
ン
ト
リ
ー
焼
き
、特
産
品

の
販
売
な
ど
▼
参
加
料
／
一
部
有
料
▼

問
合
せ
／
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
鹿
野
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
1
68
―
１
２
３
４

事
務
局
新
南
陽
総
合
出
張
所
生
涯
学
習

課
1
64
―
３
１
１
６

お
お
た
ば
ら
天
体
教
室

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
※
小
・
中
学
生
を

中
心
と
し
た
家
族
・
団
体
を
歓
迎
▼
日
時

と
場
所
／
10
月
25
日（
土
）19
時
30
分
〜
、

大
田
原
自
然
の
家a

▼
内
容
／
秋
の
星

座
、星
雲
、星
団
の
観
察
と
星
の
話
▼
指

導
／
周
南
天
文
同
好
会
▼
参
加
料
／
無

料
▼
申
込
み
／
は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ

ー
ル
で
、氏
名
・
年
齢（
連
名
可
）、住
所
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、〒
７
４
５
―
０
５
１

１
中
須
北
３
１
９
４
大
田
原
自
然
の
家

1
・
5
89
―
０
４
６
１
Ｅ
メ
ー
ルootab

a

ra@
city.shunan.yam

aguchi.jp

Ｊ
Ｒ
戸
田
駅
前
広
場a

▼
内
容
／
ス
ト

リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、屋
台
村
、フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、児
童
画
展
な
ど
▼
問
合
せ
／

夜
市
公
民
館a

1
62
―
２
７
０
７

親
子
ふ
れ
あ
い
劇
場

「
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
」

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場

所
／
11
月
23
日（
祝
）
q
10
時
〜
w
13
時

30
分
〜
、新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
／
人
形
劇
▼
入
場
料
／
５
０
０
円（
当

日
７
０
０
円
）▼
入
場
券
販
売
場
所
／
新

南
陽
公
民
館
、和
田
公
民
館b

、新
南
陽

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、市
文
化
会
館a

、中

央
図
書
館a

、サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
、鹿
野

公
民
館
ほ
か
▼
問
合
せ
／
教
育
委
員
会

周南市誕生記念講演会

夢トークinやまぐち
［対象］ 小学校高学年以

上ならどなたでも

［日時と場所］ 11月2日

（日）14時30分～16時、新南

陽ふれあいセンター

［講師］ アグネス・チャンさん

［演題］ みんな地球に生き

るひと

［入場料］ 無料

※入場整理券が必要です。

［定員］ 1,000人程度（申込順）

［申込み］ 10月28日（火）までに往復はがきで、往信

用裏面に郵便番号、住所、氏名・年齢（連名可）、児童、

生徒は学校名（学年）、保護者名、電話番号を、返信

用表面に郵便番号、住所、氏名を書いて、〒745―

0004毛利町2―2教育委員会生涯学習課122―

8622

徳山文化協会の文化月間協賛行事

催し

アグネス・チャンさん

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

連盟名 行事名 日時、場所、料金

映像 ビデオ映像鑑賞会 11月29日（土）18時～、徳山保健センター、無料

園芸 徳山おもと名作展 10月4日（土）10時～5日（日）15時、市民館、無料

山野草盆栽銘品展 10月25日（土）9時～26日（日）16時、市民館、無料

菊花展 10月29日（水）～11月5日（水）9時～16時、徳山動物

園、無料（入園料は必要）

洋蘭展 12月13日（土）9時～14日（日）16時、市民館、無料

音楽 ニューシティウィンズ３rd Ｃoncert11月1日（土）18時30分～、文化会館、500円

徳山吹奏楽団定期演奏会 11月15日（土）18時30分～、文化会館、500円（小学

生以下無料）

周南ジャズシーン’03 11月16日（日）13時30分～、スターピア下松、500円

茶華道 いけばな池坊展 10月5日（日）～6日（月）10時～16時、徳山保健セン

ター、無料

裏千家淡交会茶会 11月3日（祝）10時～13時、文化会館、500円

詩吟 周南詩吟連盟発表会 10月19日（日）8時30分～17時、市民館、無料

陶芸 ’03周南陶芸連盟展 11月27日（木）～30日（日）9時～17時、新南陽ふれ

あいセンター、無料

能楽 徳山能楽連盟謡曲大会 11月9日（日）9時～、高取舞台、無料

バレエ 小池バレエスタジオリサイタル徳山 11月23日（日）13時～文化会館、無料（整理券が必要）

文学 市民短歌大会 12月23日（祝）10時～、徳山保健センター、無料

邦楽 徳山邦楽連盟発表会 11月16日（日）12時30分～、市民館、無料

邦舞 藤間流扇の会　秋の踊り 10月5日（日）12時～、徳山社会福祉センター、無料

問合せ 徳山文化協会事務局(生涯学習課内)122―8622
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ん 
い 

ふ 
ぉ 
め 
い 
し 
ょ 
ん 

●
一
般
／
10
月
１
日（
水
）〜
５
日（
日
）

企
画
展

石い
し

村む
ら

正ま
さ

彦ひ
こ

作
陶
展
「
鶴
の
里
に

て
」

尾
崎
正
章
常
設
展
「
や
ま
ぐ
ち
の
川
と
海

と
」（
画
稿
を
中
心
と
し
て
）
▼
開
催
期

間
／
10
月
18
日（
土
）〜
来
年
１
月
12
日

（
祝
）９
時
〜
16
時
30
分（
初
日
は
10
時
〜
）

▼
観
覧
料
／
▽
一
般
２
０
０
円
▽
大
学
生

な
ど
１
０
０
円
▽
18
歳
以
下
の
人
は
無
料

（
団
体
割
引
あ
り
）※
毎
月
第
２
日
曜
日

は
、手
話
に
よ
る
案
内
を
行
い
ま
す
。

学
校
・
園
別
作
品
展

▼
開
催
期
間
／
▽

和
田
小
学
校
・
中
学
校
10
月
１
日（
水
）〜

23
日（
木
）▽
新
南
陽
高
校
10
月
25
日（
土
）

〜
11
月
３
日（
祝
）▽
南
陽
工
業
高
校
11

月
６
日（
木
）〜
16
日（
日
）▼
観
覧
料
／

無
料

ね
ん
ど
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

▼
対
象
／
４

歳
〜
小
学
生
▼
日
時
／
10
月
19
日（
日
）

９
時
30
分
〜
15
時（
展
示
館
前
で
受
け
付

け
）※
雨
天
の
場
合
は
10
月
26
日（
日
）に

延
期
。
※
ね
ん
ど
や
材
料
の
持
ち
込
み
は

自
由
▼
作
品
展
示
／
10
月
22
日（
水
）〜

27
日（
月
）

開
園
時
間
の

変
更

▼
期

間
／
10
月

20
日（
月
）〜

来
年
３
月
19

日（
金
）▼
開

園
時
間
／
９

時
〜
16
時

と
し
ょ
か
ん
お
は
な
し
会
▼
対
象
／
幼

児
、児
童
▼
日
時
／
10
月
11
日（
土
）10
時

〜
11
時
▼
内
容
／
人
形
劇
団
「
わ
か
ば
」

に
よ
る
人
形
劇
「
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
」、

山
本
ひ
ろ
こ
の
読
み
聞
か
せ
、腹
話
術
「
周

ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
」

お
は
な
し
の
会
▼
対
象
／
幼
児
、児
童
▼

日
時
／
10
月
18
日（
土
）10
時
〜
10
時
30

分
▼
内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝

居
な
ど

く
ん
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
▼
対
象
／
幼

児
、児
童
▼
日
時
／
10
月
23
日（
木
）15
時

〜
16
時
▼
内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

手
遊
び
、紙
芝
居
な
ど

美
術
文
化
協
会
山
口
グ
ル
ー
プ
展
▼
会

期
／
10
月
２
日（
木
）13
時
〜
５
日（
日
）

16
時

雅が

寶ほ
う

会か
い

書
展
▼
会
期
／
10
月
７
日（
火
）

13
時
〜
９
日（
木
）15
時

周
南
市
美
術
展
２
０
０
３
前
期（
立
体
、

書
）▼
会
期
／
10
月
17
日（
金
）〜
22
日

（
水
）

徳
山
動
物
園

1
22
｜
８
６
４
０

徳
山
競
艇
場
（
レ
ー
ス
案
内
）

1
32
｜
０
０
０
０

美
術
博
物
館a

1
22
｜
８
８
８
０

郷
土
美
術
資
料
館b1

62
｜
３
１
１
９

中
央
図
書
館a

1
22
｜
８
６
８
３

鹿
野
図
書
館

1
68
｜
４
１
４
１

新
南
陽
図
書
館

1
62
｜
１
１
５
０

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

8月に開催した小学生「動物写真コンテスト」の審査が行

われ、次の皆さんが特別賞に選ばれました。

応募総数は62点でした。

●市長賞（写真） 岡
おか

田
だ

智
とも

世
よ

さん（今宿小学校）

●教育長賞　近
ちか

森
もり

結
ゆ

加
か

さん（富田西小学校）

●動物園協力会長賞　金
かな

谷
や

弥
わたる

さん（田布施町麻郷小学校）

●動物園長賞　金
かな

谷
や

岳
たける

さん

（田布施町麻郷小学校）

これらの入賞作品は、他の10

点の入選作品とともに、10月1日

（水）から31日（金）まで動物園

展示館に展示します。ご覧くださ

い。

問合せ 徳山動物園122―

8640 市長賞の「かばの朝食」

尾
崎
正
章
記
念
館

海
峡
有
情（
尾
崎
正
章
展
）

周
南
市
美
術
展
２
０
０
３
後
期（
平
面
、

写
真
）▼
会
期
／
10
月
24
日（
金
）〜
29
日

（
水
）

※
美
術
博
物
館
の
開
館
時
間
は
９
時
30

分
〜
17
時
で
す
。
常
設
展
示
も
、ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ナベ鶴の渡る晩秋
（石村正彦作陶展）

動物写真コンテストの
審査結果 作品展示　10/18（水）～31（金）



■防衛大学校の学生募集
［種目］看護、一般、医科
［受験資格］高校卒業（見込み）～21歳未
満※看護は24歳未満まで。
［受付期限］10月10日（金）
［問合せ］自衛隊山口地方連絡部周南募集
事務所A131―7097

■タウンミーティング
［日時・場所］10月26日（日）13時～16時、
新南陽ふれあいセンター
［テーマ］地域の県民活動団体のネットワー
クづくり
［内容］基調講演と意見交換会
［参加料］無料
［問合せ］県県民生活課1083―933―
2614

■竹林ボランティア養成研修
［対象］18歳以上で、全3回参加できる人
［日時・場所］10月30日（木）、11月10日
（月）、20日（木）、新南陽総合支所
［内容］竹林の整備や管理について
［定員］20人（申込順）
［参加料］無料
［問合せ］県周南農林事務所森林活用課
A121―3598

■ボーイスカウト隊員募集
［対象］どなたでも（男女不問）
［内容］野外活動や奉仕活動を通じて自立
心、協調性などを高める
［問合せ］礒部さんA162―2394

■チャリティ中国映画「草ぶきの学校」
［日時・場所］10月25日（土）10時30分～
12時20分、13時30分～15時20分、文化会
館A
［前売り券販売場所］文化会館、市民館
など
［入場料］前売り券●大人…999円●学
生・生徒…400円
［問合せ］日中友好協会A128―0406

■周南ボランティア芸術座
［日時・場所］10月12日（日）13時～、市民
館A
［内容］地域ボランティア団体による芸術公
演
［入場料］無料
［問合せ］徳山中央ライオンズクラブ事務局
122―6501

■子どもの人権相談所
［日時・場所］10月6日（月）～11日（土）8
時30分～17時、山口地方法務局周南支局
A

［問合せ］山口地方法務局周南支局128
―0244

●
光
市
営
開
設
37
周
年
／
10
月
８
日

（
水
）〜
13
日（
祝
）●
一
般
／
10
月
16
日

（
木
）〜
19
日（
日
）●
下
関
49
周
年
競
帝

王
決
定
戦
場
外
発
売
／
10
月
24
日

（
金
）・
25
日（
土
）●
全
日
本
選
手
権
戸

田
場
外
発
売
／
10
月
24
日（
金
）・
25
日

（
土
）

無
料
）が
あ
り
ま
す
。
展
示
室
に
は
ツ
ル

の
生
態
や
保
護
の
歴
史
な
ど
が
、一
目

で
分
か
る
よ
う
に
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。ま

た
こ
の
施
設
は
、八
代
地
区
の
支

所
や
社
会
教
育
施
設
と
し
て
、地
域
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

所
在
地
／
八
代
８
２
６
―
８c

1
92
―
０
０
０
３

八
代
盆
地
に
あ
る
鶴
い
こ
い
の
里
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、ツ
ル
の
監
視
所
の
近
く
に
あ

り
、八
代
の
ツ
ル
に
関
す
る
展
示
室（
入
場

10
月
の
ワ
ン
ワ
ン
銀
行

▼
日
時
と
場
所
／
10
月
19
日（
日
）９
時

〜
12
時
、大
迫
田
墓
地
前a

※
雨
天
延

期
。▼
問
合
せ
／
環
境
政
策
課
1
22
―
８

３
２
２

10
月
の
納
付

●
市
・
県
民
税
３
期
／
税
務
課
1
22
―

８
２
７
３
●
国
民
健
康
保
険
料
５
期
／

保
険
年
金
課
1
22
―
８
３
１
２
●
介
護

保
険
料
５
期
／
介
護
保
険
課
1
22
―
８

４
６
７
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鶴
い
こ
い
の
里

交
流
セ
ン
タ
ー

●鶴いこいの里 
　交流センター 

● 

野鶴監視所 

県道徳山光線 

↑須々万 

↓国道2号 

展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室展示室

10
月
の
献
血
日
程

●
８
日（
水
）13
時
30
分
〜
16
時
、鼓
ケ
浦

整
肢
学
園a

●
10
日（
金
）10
時
〜
16
時
、

熊
毛
総
合
支
所
●
16
日（
木
）10
時
〜
16

時
、市
役
所
本
庁
●
16
日（
木
）
10
時
30

分
〜
16
時
30
分
、徳
山
大
学
●
20
日（
月
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、中
国
電
力
1

周
南
営
業
所a

●
20
日（
月
）13
時
〜
14

時
30
分
、徳
山
病
院
●
20
日（
月
）
15
時

〜
16
時
30
分
、消
防
本
部a

●
22
日（
水
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、1
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ

メ
イ
ト
山
口
徳
山
営
業
所
●
22
日（
水
）

13
時
〜
14
時
30
分
、東
京
海
上
火
災
保

険
1
徳
山
支
社
●
22
日（
水
）15
時
〜
16

時
30
分
、徳
山
中
央
病
院
●
28
日（
火
）

９
時
〜
11
時
、周
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

a

●
28
日（
火
）
13
時
〜
14
時
、周
南
高

原
病
院a

●
28
日（
火
）14
時
30
分
〜
16

時
、1
サ
ン
マ
ー
ト
須
々
万
店a

▼
問
合
せ
／
社
会
課
1
22
―
８
４
６
５
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周南市から「ロボコン」発信！といって

も、これは９月13日から全国の東宝洋画

系で公開されている、徳山高等専門学

校を題材にした映画「ロボコン」の話で

す。徳山高専は、平成８年に全国高専ア

イデア対決・ロボットコンテストで優勝とい

う輝かしい実績があり、ロボットから手裏剣のように繰り出され

る輪を武器に、全国制覇したのをテレビで見た人も多いので

はないでしょうか。

このコンテストを映画化するために期待の新鋭、古
ふる

厩
まや

監督

が舞台に選んだのが周南市でした。市民の皆さんも総勢

2,000人余りがエキストラとして出演し、私も全国大会審査委

員長役を演じさせていただきました（私の場面は残念ながらカ

ットでしたが…）。また私は、この映画を通じて元気発信のま

ち・周南市を全国にＰＲする市民組織「それいけ『ロボコン』周

南応援隊」の隊長をさせていただくことになりました。

ヒロインの長澤まさみさんは、撮影を通じて周南のまちが本

当に好きになったと言っておられます。みなさんも、ぜひこの映

画を見て、周南市の素晴らしさを再発見してください。

お便り
各地区で開催されている「いきいきサロ

ン」について、詳しく知りたいと思います。

また、中心街に私たち高齢者が憩える場

所があれば教えてください。（80歳・女性）

「いきいきサロン」は、高齢者の仲間づ

くりや健康づくりを目的とした「つどいの

場」です。現在市内には146のサロンがあ

り、健康体操や歌、ゲーム、手芸、会食な

どが行われており、参加者からは「話し相

手が増え、友達の輪が広がった」など、ご

意見をいただいています。

なおサロンの数が多く、日程や内容も随

分違いますので、すべてを紹介することは

できませんが、詳しくは最寄りの社会福祉

協議会各支部にお問い合わせください。

また毎日型のサロンとして、徳山駅前の

中央街に自由に立ち寄りおしゃべりできる

「憩いの駅・えんがわ」があります。お買物の

ついでに、気軽にお立ち寄りください。

■問合せ／社会福祉協議会徳山支部

10834―22―8181、新南陽支部10834

―62―4981、熊毛支部10833―92―

0027、鹿野支部10834―68―2998、憩い

の駅・えんがわ10834―31―9221

■「せぇーのぉーで！１、２、３…」元気よく大縄を跳ぶ鹿野中学校

の生徒たち。暑さの残る９月７日、鹿野中学校体育祭のひとコ

マです。■全校生徒106人の鹿野中学校では、企画・練習計

画・運営を生徒が行い練習をしてきました。会場からは一生懸

命競技する生徒一人ひとりに、大きな声援が送られていました。

「秋の夜長は周南サテライトカレッジで」（10月1日～15日）
CCS（4チャンネル）毎日6時・15時・22時／Kビジョン（11チャン
ネル）毎日9時30分・14時30分・21時30分／岐北テレビでもご
覧になれます。

【人口】158,071人（前月比 －34）
【 男 】 76,043人（前月比 －18）
【 女 】 82,028人（前月比 －16）
【世帯】 64,958世帯（前月比 －11）

●出生107人 ●死亡117人
●転入401人 ●転出425人

「お便り」のコーナーや、「みんなの広場」、「うちのピ

カリ」への、皆さんの参加をお待ちしています。

［発行日］毎月1日・15日

［編　集］周南市広報広聴課

〒745-8655 山口県周南市岐山通1-1

10834ー22ー8232  50834ー22ー8224 

［印　刷］（株）ふじたプリント社

［周南市ホームページ］
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

［Eメール］
広報広聴課　info@city.shunan.yamaguchi.jp
その他の課 TOPページの「主な公共施設」から

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

（平成15年8月末現在）
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